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はじめて逗子海岸を訪れた人は、緑の山に固まれた波静かな逗子湾の美しさに感動するでし

ょっ。

そして観察力のある方は、逗子湾の西隅の海中に建つ石碑に興味を引かれる事と思います。

さて、我がまち逗子市は、平成6年4月 15日に市制40周年を迎えました。これを記念し

て市民の手作りによるいろいろな記念事業が6年度内に開催されました。この事業もその一環

のもので「逗子再発見Jというタイトルのもと、逗子にすでにあり、色あせてしまいそうな貴
重な財産にもう一度光をあてよう、という趣旨でこの継続事業部会という部会が設置されまし

た。その後部会委員といくどかの話し合いの場を設け、最終的に市民のシンボル的存在である

「不如帰jの石碑に光をあてる事になりました。まず資料を集め石碑の実測調査を実施し、専

門家の意見や多方面の方々のご協力を賜り、やっとこのような報告書として取りまとめる事が

できました。

振り返れば、 19 3 3年町制20周年の記念事業として町民の寄付により、この石碑が建て

られて以来、節目の年には不如帰に関わるいろいろな事業が行われてきており、市制40周年

記念事業としては、意義のある事業という確信を得る事ができました。ここで私たちは、ただ

昔を懐かしむのではなく、過去の財産を未来に向かつて蘇らせ、いかに後世に伝えていくかを

考える必要があります。過去の資料を整理し見つめ直し、本当の意味での節目の製作を試みま

した。そして武男や浪子が、再び多くの人の心に感動を与えてくれる事を祈念し、新たな逗子

の未来を拓くカギの一つになれば幸です。

平成7年3月

市制40周年記念事業実行委員会

委員長 田中俊樹
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物語は徳富差花（健次郎）（明治元年～昭和2年）によって書かれ、明治31年 11月から

「国民新聞jに連載開始、翌年5月好評の中に完結しました。つづいて明治33年 1月「民友

社Jより刊行され、以来蓬花没年の昭和2年までに 19 0版を越えました。これにより物語の

舞台である逗子の名が、一躍全国に知られるようになったことはご承知のとおりです。

また明治34年には大阪朝日座で成美団によりこの「不如帰Jが初演されました。 35年2

月には高田実一座、 36年5月には新派劇団でも上演され大当たりし、その後もしばしば上演

されてきました。後に映画化され、当時は主題歌も流行っていました。これは金色夜叉と並び

称される小説で、芝居や映画にとどまらず有名になったシーンは漫才などでパロデイ－化され、

「千年も万年も生きたいわJなどの名ぜ、りふは流行り言葉として本や演劇を見ない人にも良く

知られています。

こゐ小説の由来は、作者が「不如帰」の巻首で述べていますが、逗子の柳屋で保養中のある

夏の夕べ、たまたま同宿していた子連れの婦人の話をもとにして作られました。それは実話と

して大山中将家の長女信子の薄幸の一生の話だそうです。

日清戦争を時代背景として、蓬花夫妻最初の遊行の想い出の地、伊香保を主人公夫妻の新婚

の地に選び、逗子海岸で、拾った「ナミコjという美しい可憐な小さい貝の名を「浪子jとして

女主人公の名につけました。モデルがあり断片的な事実（婦人から聞いた話）はあったけれど、

筆を進めるに従って、いつしか産花自身が青春時代に味わった悲恋の苦しみを主人公夫妻に重

ね合わせ、心の奥で消えることのなかった心の傷跡からほとばしり出る情念を表現したことに

より、これほどまでに読者を引き付けたのではないかと思います。

小説の中の女性の言葉づかいを教えたり、浪子の手紙を書いたのは差花夫人の愛子です。だ

から「不如帰」は夫婦の合作ともいえる作品なのです。しかし差花は、長い間のわだかまりを

小説を書く中で分析し精算することで、心の落ち着きと平和を取り戻したかと思えるのですが、

その後の数々のエピソードを見る限り、穏やかというよりは波乱に満ちた生涯を送ったと言え

るようです。
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ほととぎす

岩波書店編集部によると、最初新聞にのったとき「ほととぎすJとふりがながついて以来、

一般にそれが用いられてきました。作者自身はのちに「ふじよきjと言い、百版の序文ではそ

うふりがなしていますが、本文庫版では言いならわしに従って「ほととぎす」の方を採用しま

したと説明しています。

ほととぎすは、辞書を引くと、不如帰の他に杜鴇・塞公鳥・時鳥・子規・杜字・沓手鳥・萄

魂とも書きます。また、ほととぎすは鳴声が人の叫び声のように感じられ、人恋しさを誘う鳥

で、古来より文学、特に和歌にうたわれてきま Lた。呼び方もあゃなしどり・くってどり （沓

手鳥） ・うづきどり（卯月鳥） ・たまむかえどり（魂迎烏） ・しでのたおさ（死出の団長）な

どいくつもの名前が載っています。

ほととぎすは、主につぐいすの巣に卵を生んでひなを育ててもらっ託卵で良く知られた鳥で

す。このあたりには五月中旬から六月にかけてフィリビン方面から渡って来て、十月ごろ帰っ

ていぐ夏鳥です。比較的身近な鳥で、気を付ければ姿を見る事ができます。「てっぺんかけた

か」「ほんぞんたてたかJ「ほっちょんかけたかj「特許許可局jなどと様々に聞きなしされま

す。その声を聞くため、平安朝の人々は夜を明かしたといわれる名鳥です。この鳥は口の中が

赤く、鳴いた時に赤い色が見えるそうです。それで昔から「鳴いて血を吐くほととぎすJと言

われてきたのです。蓮花は肺結核で略血を繰り返す浪子を、ほととぎすになぞらえてこの題名

をつけたのでしょうか。

逗子市の市花もほととぎすです。花の模様がほととぎすの腹の斑紋に似ているため名付けら

れた花です。秋になると市内の随所にひっそりと気高く可憐に咲き、市民にとても親しまれて

います。市の花に制定されたのは、昭和 59年の市制30周年の事ですが、産花もその花を愛

し、花のほととぎすも多少は意識していたのではないかと想像しています。

ホトトギス 間＼hトギス】

逗子市花
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浪子とナミコ貝

ナミコ貝とはどんな貝なのでしょう。産花と妻愛子が逗子海岸を散歩した時に拾った小指の先

ほどの美しい白い貝、その姿に心を引かれた二人は女の子が生れたら浪子と名付けようと決め

ていたそうです。ナミコ貝を求めて、子供の頃ナミコ貝で遊んだという人に教わって、逗子の

浜辺を歩き小さなナミコ貝の貝殻を見付けました。そしてそのナミコ貝を持って葉山「しおさ

い博物館J学芸員の池田等さんを訪ねました。池田さんによるとナミノコガイは満ち潮の波に

揺られて砂浜にやってきて、引き潮の波に揺られて海の方へ周期的に移動するそうです。博物

館に陳列しであるナミノコガイ（フジノハナガイ科）はたった l個で、それはあさりに似た貝

で、大きさは小指と言うより親指の先ぐらい、しかも色は薄茶色に紫がかかったような地味な

色合いでした。ところが、ナミコ貝だと思って持って行った貝は、フジノハナガイでした。二

つの貝は生態がほとんど同じで、どちらも波と戯れ、親しみの持たれる貝だそうです。可憐と

いうイメージと小指の先ほどの大きさから言えば薄い藤色のフジノハナガイがぴったりで、藤

の花びらに似た可愛い貝です。徳富産花が見たという貝はどちらなのでしょうか。また産花が

散歩した明治の頃は、今よりず、っと海が締麗でナミノコガイがたくさんいたそうですが、海が

汚れてきた頃から姿を消してしまい、今は逗子の海辺を探しでもなかなか見つける事ができま

せん。フジノハナガイは、その後増える傾向にあったようですが、それも現在はやっと見付け

る程に減ってしまっています。ナミコ貝は浪子と同じようにはかなく消えてしまうのでしょう

か。

ナミコ員
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物語は、伊香保の自然を心から楽しんだ武男と浪子の幸せな新婚生活から始まり、東京での

裕福で穏やかな生活が描かれます。ところが、浪子は当時不治の病だった肺結核を患い、逗子

にある浪子の実家の別荘で療養することになる。そこへ丁度、横須賀の海軍部隊に配属された

武男がたびたび見舞いに訪れます。

ある暖かな午前、二人は逗子の浜辺を散歩します。現在の高養寺であるお不動さんまで足を

延ばします。その日は、蒼々と晴れた空と紺碧の海原を見ながら、浪子は自分の病気がこのま
なお きっとなお

ま直らないのではないかと気弱な事を言います。励ます武男に「癒りますわ、自主度癒りますわ、

一一あ＝あ、人間は何故死ぬのでしょう！生きたいわ！千年も万年も生きたいわ！死ぬなら二

人で！ねェ、二人で！ J「浪さんが亡くなれば、僕も生きちゃ居らん！J。ここが物語のクライ

マックスです。

武男は久し振りに東京の自宅に立ち寄った際、母から浪子を離縁するよう進められ強く抵抗

しますが、そこへ帰艦命令の電報が届きます。母には離縁の話を堅く口止めし、急逮横須賀に

戻る途中逗子を訪ねます。終列車も近くなり、やむなく立ち上がる武男。門前で見送りハンケ

チをふりながら「あなた、早く帰ってちょうだいな」「すぐ帰る。浪さん、夜気に当たっては

いかん。早く家へ入りなさい」。道が曲がって、振り返っても姿が見えなくなったが三回目

の「早く帰ってちょうだいな」という声だけが、むせび泣きのように後から追ってきて、武男

の耳の中でこだまするのでした。

日清戦争勃発により、武男が戦地に赴く聞に、浪子の病気が家族に伝染することで家の滅び

る事を恐れた武男の母により、離縁され実家に戻されてしまった浪子は、そのショックでさら

に病気が悪化してしまいます。なんとか小康を得て再ぴ逗子の別荘で療養を続けるうち、折悪

しく出征中の武男が、戦地で負傷したとの広報が入札心労は重なります。前途を悲観し、死

を覚悟した浪子は、不動から崖下の海へ身投げしようとして、居合わせた婦人に危ういところ

を助けられます。

病気回復が望めない浪子を、この世の思い出にと父が京都へ遊山に連れて行きますが、その

帰り、山科駅で列車を乗換え、出発を待っていると、反対方向へ向かう列車が入ってきました。
すみれいろ

偶然向側の列車に乗っている武男と顔を合わせた浪子は窓から身をのりだし、持っていた董色

のハンケチを武男に投げ渡します。受けとったハンケチを振りながら狂ったようになにか叫ん
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でいる武男と、窓から身を乗り出す浪子を、走り出した列車が無情にも引き裂いてしまいます。
もう もうおんな

家に帰りついた後、浪子の病状は急激に悪化し、「あ＝辛い！ 辛い！ 最早一一一最早婦人な

んぞに一一生れはしませんよ一一。あ＝あ！」と言い残して浪子は息を引き取ってしまいます。

当時、浪子は悲劇のヒロインでした。「死んでもいいから肺結核になりたいjと、明治の乙女

に言わせしめたわけですが、平成の乙女は、どううけとめるのでしょうか。 愛が主題の小説

で、当時の封建的な社会制度の下で苦しむ女性に対する同情心と、因習的なものに対する草花

の反発心が随所に現れています。また、庶民から見れば雲の上の人一一上流家庭のお嬢様に対

する憧れのようなものも人気の一因ではないかと思えるのです。今では女性が弱い立場にあっ

た封建的な社会風土もすっかり影をひそめ、結核もストレプトマイシンの発見により治療の道

が開け、怖い死病というイメージはなくなりました。ガンや心臓病が怖い病気の代表となった

今、明治は遠くなり、「不如帰Jも忘れ去られようとしています。

I 「浪子J小説不如帰のさし絵 ・
黒田清輝画（新潮社）
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大山厳元師の長女信子

平成7年 2月21日付朝日新聞に掲載さ

れた。

武男のモデル 三島弥太郎の名刺入れか

ら肖像写真と手紙が見つかったもので、

毛筆の文面は「あまりよくうつりすぎて

私のやうにては／御座候へとも何とそ私

とも／思召御そはにさしをき下され度／

いくへにも願上候1と読める。



浪子不動 7) 
なみきり しらたき こたき おたき

物語に出てくる不動は「滝の沢不動尊Jで、波切不動、白滝不動、小滝不動よ御滝不動など

といわれていました。お堂の脇に滝があるのでこのように呼ばれてきたのですが、不動尊は厄

除不動で、霊験あらたかにして、参詣すればかならず死を救ってー綾の光明を与えてくれる、

と信じられていました。滝は現在より水量がずっと多かったそうで、白いしぶきを上げて落ち、

海の方から良く見えたそうです。物語が有名になった後、浪子不動と呼ばれるようになりまし

た。
ぷつじよういん 8) せんぞういん

不動は江戸時代は小坪の仏乗院持ちでしたが、鎌倉山崎の泉蔵院（現在は廃寺）持ちとなり、

明治の終りに池子の東昌寺持ちになり、平成6年東昌寺の管轄をはなれまじた。
けいぞういん

現在のお堂は、葉山堀内にあった慶増院が廃寺になったので建物を昭和28年にここに移築

し、不動堂と合併したもので、高橋是清・犬養毅の援助を受けたことから二人の名を取って高

養寺と寺名を改めました。

浪子不動のすぐ自の前に小さな公園があります。正式には浪子不動園地といい逗子市が管理

しています。その中に最近建てられた「さくら貝の歌」の石の歌碑と共に「重花之故地Jと記

された立派な板碑があります。板碑は永い年月風雨に晒され大部痛んできていますが、逗子在

住の書の大家であった藤原楚水さんが書かれたもので、裏面の麓花小伝は楚水さんの次女青霞

さんの筆によるものです。

海岸から見た石碑

白く落ちる滝と不動堂が見える

（昭和12年撮影）
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険拷：瀕議頭側蛍＇｛（三？コ4：こ：三三 ー． :::::':C ::1＼¢＃樹~ij,J

舞台としての逗子

逗子町の前身田越村は明治の中ばまで全くの農漁村でした。明治22年6月、横須賀線の開

通と同時に逗子停車場が開設され、東京から汽車で簡単に来られるようになりました。また、

横須賀の軍港が発展するにしたがって海軍の関係者や外国人も多数住居するようになり、以来

高級住宅地や別荘地として発展しはじめました。交通の使も良く、気候が温暖で海あり山あり、

晴れた日には相模湾のかなたに富士も望め、さらに、農・海産物にも恵まれ、保養地にはひ。っ

たりの場所であったのです。

徳富一敬が息子の猪一郎 （蘇峰）健次郎（産花）の両文豪を伴い来遊したのを始めとして、

国木田独歩・夏目蝦石・泉鏡花など多くの文人もたびたび訪れるようになり、この地の風光を

文学作品で世に紹介するようになってからは、 一躍景勝地として全国的に有名になりましたO

純朴な土地の人達と、都のアカデミ ック な人達が融合する町として、その後も発展し続け現在

に至っています。

昭和2年、差花の死に際し、告別式で当時の小林章司町長が記念碑の建設計画を公表しまし

た。町の発展に大きく寄与してくれた徳富産花に対する感謝と、永くこの業績を称え記念する

ために記念碑を浪子不動前の海中に建てるというものです。 しかし、当時新宿浜埋立問題がこ

じれ、その後計画は一向に進まず、埋立問題が一応の決着を見たのは昭和 6年6月の和解成立

です。その後記念碑建設計画が再燃し、昭和 8年の町制 20周年を記念して町の事業として、

予算4千円を逗子住民と関係者の寄付に仰ぎ、その年の夏に完成しました。 11月には除幕式

が行われ、その時の写真が郷土資料館にあります。工事は新宿の千葉誠治さんが請負いました

が、新宿浜や小坪の若い衆、それと賛同した多くの町民ががたくさん作業に協力したそうです。

石碑の文字は産花の兄蘇峰の筆による実に雄津な大作品で、す。以｜｜｜の郷 l；資料館にj京書が展示

されていますが、その大きさと迫力に圧倒されるほどです。また、仰の礎石の下にはl叢花が作

品を書いた時に用いた筆と硯が収められています。

石のあった大崎の先端ーから逮設地までは、海上を直線で約 70 0 m。実質の距離は lkmはあ

るでしょう 。潮のヲ｜し、ている問はゴツゴツした岩場で、あそこからどうやってそjを運んだので
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以前から「大崎の先には鍋島石の他にもまだ同じような石がある」といわれていました。逗

子湾にも真中付近に大石が一個あって、漁師の網がひっかかつて困るので、ず、っと沖に移動さ

せたと小坪の漁師さんに教わりました。それも伊豆石だったかも知れません。

相模湾は、相模灘と言わている通り港の少ない湾です。緊急避難するための港がない、とい

う事は、船にと ってとても心細い航海なのです。伊豆半島付近から出港した船は、江ノ島・鎌

倉を過ぎやっと相模灘を渡り切って一安心、今度は三浦半島を廻って江戸を目指します。航海

図などはもちろん残っていないので推測ですが、航路としては、葉山の名島の岩礁を避けるた

め、逗子付近では大崎のもっと沖を通過しても良いのではないかと思えるのです。

今回の調査のため桜山の郷土資料館に行ったときです。台風の過ぎ去った 2～3日後の秋晴

れの日でした。庭からの眺めはいつもながらの素晴らしい逗子湾の景色ですが、大崎の沖の石

があるといわれている付近だけに白波が立っていました。重たい石を積んでバランスの悪い船

が急に海が荒れてきたとき、波の静かな逗子湾に避難しようとして、普段でも波の荒い大崎の

難所で沈没や坐礁をしたのでしょうか。

慶長 11年（1606年）5月25日の大風による沈没事故の記録によれば、鍋島勝茂 （佐賀藩）

の船 12 0般、加藤嘉明（伊予松山藩）の船46般をはじめ、伊豆から江戸へ向かう石船が何

百綬も次々に転覆し多数の死者を出したとあります。専門家に元和ごろと鑑定された鍋島石で

すが、時代は慶長の次が元和ですから、もしかしたらこの時の大風で坐礁したのかも知れませ

ん。 全部で59万個の石を運んだという記録から見ると、いったいどれ程の船が坐礁や沈没

し尊い命が奪われたのでしょうか。石の切り出しゃ運搬がどれだサ危険な作業だったか、

付近から見付かったごく 一部の石からも想像できます。

この

① 不如帰碑

（め 逗子湾

③ 小坪漁港

（む 逗子マリーナ
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時代背景

徳川家康は、慶長5年 （1600年）関ケ原の合戦で勝利し、慶長8年 （1603年）征夷大将軍と

なり、名実共に天下人となって、幕府を江戸におく事を決めました。その結果江戸は、公儀の

場であり全国諸侯の府として、天下普請を諸大名に命令し遂行する条件が整いました。首都と

しての機能を持つため江戸市街地の整備や江戸城修復拡張工事は、諸大名の将軍に対する軍役

の一環として行われ「手伝い普請jと言われていました。幕府にとっては有力な外様大名の財

力を消耗させ、幕府ヘの忠誠心を試すという性格もあり、慶長9年（1604年）6月に江戸城修

築第 l期工事をはじめる命令を出し、実際の工事は慶長11年 （1606年）にはじめられました。

西日本の外様大名を中心に 28家に 「10万石につき 10 0人持の石 11 2 0個づつjを江戸

へ献上するように命じたもので、 28家の総石高で計算すると石の数は6万個近くになりまし

た。各大名は船と石の他に人夫や材木等の負担も同時に負ったのです。その費用として幕府は

金を支給したそうですが、到底足りるような額ではありませんでした。慶長年間の最盛期には

3 0 0 0般もの船がl般に 2個づっ石を積んで、、伊豆と江戸を月に 2度往復しました。

その後も休む暇なく毎年のように工事を行い、外様 ・譜代の別なく全国の諸大名を使役して

江戸城を築かせ、徳川幕府の力は揺るぎなく確立し、寛永 14年（1637年）に一応の完成を見

るまで行われ、合計で実に 59万余個の石を差し出した事になります。

江戸から近く、陸送するよりは，船で海上輸送するほうがはるかに楽であり、堅牢な石が大

量に産する理由により、小田原風祭辺りから真鶴半島・伊豆半島を中心に沼津までの各石丁場
いずいし

から伊豆石が切り出され、基礎や石垣などに大量に使われました。その他、小さい栗石は利根

川上流域から、 また、目立つ部分には自国から高価な御影石などを遠路運び込み、自分の分担

した仕事を立派に見せたり、普請の記念にしたり、献上石として差し出し、幕府に対する忠誠

心を表わしたりしました。

加工と運搬

1 0 0人持の石というのは、 l人分を約30 kgとして約3I-／の大石です。

石の切り出しの手順は、まず藩の役人と石工が切り出す石を決めます。その石にノミとゲン
ゃあな あ

ノウで矢穴を孔け、そこに矢を差し込み、ヤジメ （ハンマー）で叩いて石を割り、チョウナな

どで形を整えます。また、矢穴を孔けるのは根気のいる作業でした。石丁場は足場のいい所ば

かりとは限りません、崖の上からモッコ（ゴンドラ）を結び付けたロ ープを垂らし、モ ッコに
21) かし けや5

乗っての命懸けの作業もありました。割り方は樫や俸のような堅い木で作った矢に草を巻き付

け、矢穴に打ち込んでから水を掛け、木の膨脹によって穴に沿って割る場合もあ ります。また、

穴にソパ殻を詰め、油を掛けて火をつける、高温で膨脹させること によって石を割る方法もあ

りました。技術の進歩により穴は小さくて済むようにな り、穴の大きさや間隔により石の切り

出された年代が、おおよそ推定できるのです。また、割った両側には必ず矢穴の半分の跡、が残

11 
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るので、何百年も経った今でも見る事ができるのです。

運搬の手順は、①切り出した石を港の石置き場まで運び、いかだにのせる。石丁場が山の中

の場合は山越えなど難渋を棒．めました。②いかだで沖の本船に運び積み込む。船から神楽様で

g1っ張り、ネ廷で押しながらのせる。③沖は波が高いので岸からあまり離れないよう、また天候

に細心の注意を払いソロリソロリと船を進め、天候の変化によっては、 j巷に逃げ込み難を避け

ながら江戸へ運んでいきましたO

この頃の石船は石の底面が船の舷側と同じ高さなので重心が高く不安定なので、転覆しない

よう細心の注意を払っていました。石の大きさや形によっては、いかだに載せ空樽を回りに縛

り付けたものを船で引っ張ったりもしました。この石は江戸 （首都）の城塞を固めるいわば軍

需物資ですから、取扱い方次第では幕府から相当な罰を課せられるという覚悟で運んでいたと

思います。

6 

12 

__ :-:::, 

2 

1 .ゲンノウ・・・・・・矢穴をあけるノ ミを打つために使用します。

2. ヤジメ・・・・・・・・・矢穴に:J.::を入れた後、 これで打ちこみ石書ljリ

をします。（重き約12kg、納長 lm) 

3. ノ ミ・・・・・・・・・矢穴をあけるサキノミ、 ソコノミ、石村｝JI!丁

に使うツバクロノミなどがあります。

4.矢……・…・・・・・石制りの時に使用します。

5. チョウナ・・・・・・平たい1,1ijJJHの｛｜：｜：げnJの船

6.コヤスケ...."1 i 1(1i の端を 1（（総に内lj リ取 勺 たり、 Jf~ を幣えた

りするのに使川します。

7. ビシャン・・・・・鎚の打1Mが絡－［－ Jf~ に五lj まれています。石付加l

工時の平i耐のJitfLI：げに刷います。

真鶴の文化財（真鶴町教育委員会）より



継続事業部会では平成6年5月28日 （日）に専門家の協力を得て石碑の実測調査を実施し

ました。その結果、この石は伊豆石（安山岩・火成岩…火山の溶岩が冷え固まった物）と鑑定

されました。碑の台座は六個、本体は一面コンクリ－トで覆われていますが、上の方にくっき

りと矢穴が見えているので、台座と同じ石ということが判明しましたO 建てられた当時の写真

を見ると矢穴は見えません、 60年以上経て元の生地が出てきたのでしょう。台座は外見から

推測して一個3～ 6I・：，。 切り出された時期は矢穴の状態から江戸時代初期の慶長・元和頃

( 1596～ 1624年）と見られる。刻印を丹念に探しましたが見付からず、鍋島藩のものという確

認は出来ませんでした。刻印は石に刻んだ石工集団の簡単な形の目印などで、直径 15～ 2 0 

cm位の大きさで、藩の紋章ではないが、どこの藩のものか大体判別出来ます。

石碑実測調査参加者

田端 賓作（城郭石垣刻印研究所）

黒田 康子（逗子市教育委員会市史編纂室）

伊藤 一美（逗子市教育委員会教育研究所長）

田中 俊樹（実行委員会委員長）

平野佳一（ ク 継続事業部会）

田中洋子（ // 総務部会）

実測調査のようす
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当初、継続事業部会は、「鍋島石」と同じように江戸城増改築用石垣石の運搬途中、小坪沖

で船が遭難し沈んだと思われる石の引き上げを計画しました。 しかし計画を進めるうちに、予

算不足と小坪漁業協同組合の漁業権が絡み、今回は確認調査のみを実施しました。

まず、 ①ボランテイアダイパーと器材の選定。 ⑦小坪漁業協同組合に打診と趣旨説明。

③情報収集 （漁師さんから、それらしきものが沈んでいるとの情報が得られた。しかしそこは

漁場であるため、場所は公表しないでほしいとの要望を受ける。） それ故、今回はその沈石

場所を明記する事は差し控えたい。それ以上に、場所まで案内していただいた漁師さんと、快

く協力してくれた小坪漁業協同組合の皆様に深く感謝の意を現したい。 ④実施日を 9月20 

日に決定。

今回小坪漁業協同組合からは平井保徳組合長、高橋兼吉副組合長、ポイント指定の協力者に

は大竹丸の方々、部会員の佐久間浩氏を始めとするボランティアダイバーグループとして普道

はるみさん、池田伸一氏、千葉直宏氏、服部勤氏、畑岡秀一氏、プロカメラマンの豊田直之氏、

横須賀海洋研究所職員の長根浩義氏、ダイビング器材を提供（有）キャップマリンエンジニア

リング様、城郭石垣刻印研究所の田端賓作先生、歴史研究家伊藤一美先生、市史編纂室より飯

島セツ子先生、野尻幹雄先生の皆様にはご支援・ご協力頂いた事に心より感謝申し上げます。

言己

1 9 9 4年9月20日微風晴天

出発前点呼、ダイバー 8名を含む総勢 16名、平井組合長 （船長）持ち船の『織ヱ門丸Jに
乗船、 8時30分出航、沖合に赤い二段旗に大竹丸と書いてあるマーキングの第一ポイント着。

池田氏の潜水時間計算により、まず服部氏の概況調査潜水開始、 1 5分後に合図有り、佐久間

氏・普道さん・長根氏続いて潜水、まもなく服部氏交替浮上、〔最長 5m・ 他 l～ 2m岩塊有

りとの報〕以後30分単位での交替潜水。船長の水深測定では 11尋 （1 5～ 1 6 m）あり、

鮮明な確認、は難しいと思われる。その後池田氏が30～ 5 0 cmの砂中より伊豆石と思われる 2

0～3 0 cm大の岩塊と粘板岩を少々削り取ってきた （共に部会で保管）、豊田氏によ り調査状

況を水中カメラに収めた。

1 0時25分第二ポイントに移動、 1 0分後到着潜水開始、 11時3分、畑岡氏より〔人口

16 
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の加工跡らしきものを多数発見の報、 （その後 7個確認出来た）〕、 一同歓声をあげた。特に自

分自身の目で現物を確認できたと、普道さんは興奮を全身で表わしていた。（実行した甲斐が

あったとの思いを込めて）ほぼ全員のダイパーで探査開始〔 11時20分、大きさ 1. 5 mの

岩塊に 10 cm弱、幅5～6段クサピ跡及び約 30 cm方形の中、対角線にz印の刻印を発見、更
に丸に十字のもあるとの報。最初の発見者畑岡氏が花両岩のかけら（部会で保管）を削り取っ

てくる〕。此処の水深は、船長の測定で約3尋 （4～5 m）あり、船上からも海底にひとで、

海草等が散見出来た。服部氏持参のエアーコンプレッサー使用の潜水具を着用し、建設用接着

剤 （エスダイン・ジョイナ－w冬用） 2種類を混ぜ合わせ刻印の型取り作業開始、固まるまで

3 0分～1時間要するとのこと。 11時45分池田氏より〔4m/5m/6m長の岩塊ありと

の報〕。これを機に午前中の作業を 12時 15分で終了、小坪港に帰着。昼食の雑談で田端先

生より〔丸に玄印は加賀城石垣の刻印にあるので、今回発見された石は加賀藩のものではない

か？〕との見解であった。

午後はダイバー 8名を含む 15名で 13時に出航、第二ポイント着、 1 3時 15分潜水開始。

1 3時20分刻印型取り 4個引き上げるがまだ完全に固まっていない。受け渡しの時、受け損

ない一枚が海底に沈みかけるハプニングもあった。4枚のうち 3枚は能楽で使う鼓の形で、残

り一枚は十字型 （キリシタンマーク？ ）で各部分の計測を行った （別図参照）。型取りできな

かったなかに、子供が描く屋根付きの家型のもあるとの話 （ビデオにより確認）。 沈石は第二

ポイントを中心に江ノ島方向へ5m 大崎方向へ4m、東へ6m 南へ5mの範囲に 46個も

あり、最大 1. 5 mで第一ポイントと異なり積み重なっているのも一部あり、殆どがまとまっ

ている（浅海での転覆の為か）。 14時20分第二ポイントマーク引き揚げ、次に第一ポイン

トのマークヲ｜き揚げ、 1 4時35分小坪港帰着。

帰着後、平井組合長のご好意により、小坪漁業協同組合二階にて本日の成果について話し合

った。

ダイバーの方にご意見を伺ったところ、服部氏・池田氏共に潜水業務が無事終了したことが

第一の成果であるとのこと、私どもも同感である。豊田氏の撮影したビデオを映写 （液晶のた

めか全体が緑色に写っていた）。刻印探しを目的としなければ、それとは気が付かないほど付

着物に覆われている状態で、ダイパーの方には良く見極めてくださったとの感謝の念でいっぱ

いである。最後に一同話し合いの結果、「江戸城築城または修復の為、徳川幕府が諸大名に下

命した石垣石に間違いなし、。今回発見された沈石は慶長年間頃の物であるjとの見解で話し合

いを締め括った。尚、豊田氏にダビングを依頼、漁業組合と本部会の記録とする予定。又今後、

沈石調査 （スポンサーをみつけて？ ）が継続し行われるときに、有効に活用できる事を念じて

小坪沖沈石調査事業の報告と致します。

以上
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追記：後日田端先生より再検証の結果「特徴は全体の図形が大きいこと、普通刻印のサイズ

は10 0 cm、大きいので 15 0 cm位で、あるが、今回発見された刻印はそのサイズが約 1. 5～ 

2倍以上有る。また、自分が昭和 47年l月2日調食した下回貨の資料からも、 j豆-fで発見さ

れたものとほぼ同じ刻印が4か所見つかっている。今回発見された刻印は加賀藩のものJとの

報をいただいた。

沈石調査参加者

田中 俊樹 （実行委員会委員長） 田端 賓作 （城郭石垣刻印研究所）

斎藤恵一郎 （ // 記念事業室長） 晋道はるみ （ボランティアダイパー）

田口 聴（ // 継続事業部会） 池田伸一（ // 

田中 肇 （ ク イ〉 千葉直宏 （ ク

小野重長 （ ク ク 服部 勤 （ // 

佐久間浩 （ // // 畑岡秀一（ ’F 

田中洋子 （ /,, 総務部会 豊田直之 （ // 

伊藤 一美（逗子市教育委員会教育研究所長） 長根浩義 （ ’r 

飯島セツ子 （ lj 市史編纂室） 平井保徳（小坪漁業協同組合組合長）

野尻幹雄 （ ’F /,, 高 橋兼吉 （ ’r 副組合長）

大竹丸 （ // 
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